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Ⅲ、子ども安心カードについて

　　文部科学省は7月末、東京都調布市の市立小学校で食物アレルギーのあった5年生の女子児童が給食でお代わりをした際に、誤ってチーズ入りの韓国風お好み焼き（チヂミ）を食べて死亡した昨年12月の事故の再発防止に向け、アレルギーがある児童生徒への対応に関する全国調査に乗り出すことを明らかにしました。

小中学校500校を抽出し、給食での事故防止や緊急時の対応方針を把握、秋にも結果をまとめ今後の施策に反映させるとしています。食物アレルギーへの対応策として、文科省は2008年に日本学校保健会が作成したガイドライン（指針）を全国の学校に配布していますが、現場の教職員が十分活用していないなど、対応の不備が指摘されていました。また、国の指針は作成から5年以上が経過しており、最新情報を盛り込んだ見直しが必要とされています。
　中間報告のポイントは、食物アレルギーによる事故は「全国どこの学校でも起こりうる」として、教職員個人でなく学校全体での対応が必要と指摘しています。給食設備の整備状況や栄養教諭の配置、アレルギーがある子どもの有無など個別事情が異なるため、各校がそれぞれマニュアルを作成すべきだとしました。
また教職員研修の充実を求める、主治医と学校、保護者が情報を共有し、献立作りの段階から配慮するとしています。また、事故注射薬「エビペン」の使用が必要な場合など緊急時に備え消防署との連携の強化も上げています。
　給食のアレルギー事故で小5の娘を亡くした調布市内のお母さんは、アレルギーを自覚していた娘がなぜおかわりをしたのか分からず、苦しんでおられましたが、新盆に娘さんの親友が語ってくれたことを聞いて安心したといいます。親友によると、あの日、給食に出たチーズ入りのチヂミは不人気でたくさん残っていた。それで給食を残さない「完食記録」をめざしていたクラスに貢献したかったからめったにしない、おかわりをしたということです。「クラスのために頑張ろうと無理をして、こんなことになり残念。でもそうだったのかと納得しました。報告書で終わらせるのでなく、子どもの命を守ることを最優先に対応してほしい」という言葉が報道されていました。
　「アレルギーの子を助ける研究をしたい」と将来の夢を語っていたという一人の少女の死を無駄にすることのないように、学校現場は夏休みが終わり学校給食も始まっています。即刻、自主的な取り組みを願って以下、伺います。
（1）今回の中間報告をどのように捉え、我がまちの給食アレルギー事故の再発防止に取り組まれるのか伺います。

（2）報告では特に緊急時に備えた学校と消防署との連携強化を指摘していますが、対応を伺います。

【参　考】

公明新聞　7/19　アレルギー対策に全力　Ｐ.13　7/30　迅速救急へ　子ども安心カード　Ｐ.57

　　　　　8/1　　食物アレルギーと給食　Ｐ.62

パワステ　＜子ども安心カード実現の経緯＞2013年08月09日　群馬県本部 ： 渋川市議会伊花明美　消防と教育委員会の連携で子どもの生命を守る「子ども安心カード」、実現
【考えられる展開】

　群馬県渋川市はこのほど、市内の小・中学校などで児童・生徒らが病気やけが、アレルギー症状で救急搬送される際、学校と消防署などが迅速に連携できるよう、子どもの病歴などを記入する緊急時対応の「子ども安心カード」を作成し、運用を始めた。これは、市議会公明党の伊花明美議員の提案が実ったものです。
　そのきっかけとなったのは渋川市議会の伊花明美議員の「アレルギーで緊急搬送される児童が現れ、緊急的措置の必要性を実感し、つなぎとなるものはないか」との真剣な模索から始まりました。

そんな時、4月から地域の担当となった救急救命士の消防職員から、アレルギー対応を巡って情報交換した時に1．アレルギー対応は時間との勝負で、止確な情報の伝達が大事、2．しかし、学校に救急隊が駆け付けると、現場はパニック状態で情報の伝達がなかなか難しい、3．高齢者・障害者向けに実現した救急医療の情報キットの子ども版ができれば、スムースに情報伝達が出来ると思うが、いかがか？とのこと。ここから「子どもを対象にした緊急時対応のカード作成は全国初の取り組みが始まりました。
